昭和初期大阪の専門大店ー有名店の共同組織ー by 谷内 正往
はじめに





















）例えば、大阪の事例として谷内正往 戦前大阪の鉄道とデパート 東方出版、 年、 、
を参照。最近の研究には、末田智樹 昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動 （ 中
部大学人文学部研究論集 第 号、 年 月）がある。
）戦前の日専連については 日専連四十年のあゆみ （日本専門店会連盟、 年）、 專門店会に就いて
（上）（下）（ 京城月報 第 号、第 号、 年 月、 月）、角南芳太郎 岡山專門店会の概要
百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、 年 月）、 社会奉仕を目的の赤ちゃん
会 商店界 第 巻第 号、 年 年 月）、岩本由輝 三越仙台支店進出反対運動と全日本専門店会
聯盟（日専聯）の設立 （ 市場史研究 第 号、 年 月）、満薗勇 日本型大衆消費社会への胎動





本専門店連盟（日専連）が誕生、 年の時点では全国に 会（加盟店 ）を数えるに
至った ）。























































おける大阪専門大店は日専連の源流ではあるが、 共同通帳 掛売り など具体的な動向については不明
である。
） 日本小売業運動史（戦前編） 公開経営指導協会、 年、 。
）同前。
） 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 デパート通信社、 年、 。
） スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 美津濃株式会社、 年、 。美津濃創業者
水野利八は、後の 日専連 運動についても執念ともいうべき情熱を持っていた（前掲 日専連四十年の
あゆみ ）。
）朝日ビルディングについては 朝日ビルデイング新築工事概要 （大阪朝日新聞、 年）、 五 年史
（株式会社朝日ビルディング、 年）、その建築意義については、石田潤一郎 大阪朝日ビル─近代空
間の発見 （同監修 関西のモダニズム建築 淡交社、 年）を参照。
）久保田有春 大阪専門大店会と其内容 百貨店対抗小売店新戦術 商店界臨時増刊号 、誠文堂、
年 月、 。
食堂 、屋上のスケートリンク等が有名であった ）。特に、同ビルのスケートリンクから
オリンピック選手が誕生している ）。ビルは午前 時から午後 時まで開館し、食堂、郵便





り、朝日ビルは大阪朝日新聞社の販路拡張の 先兵 だったのである ）。
専門大店の創立
専門大店は、朝日ビル 階（約 坪 ））を全部借受け、 相生会 時代からの長年の宿望
であった常時的総合展示場を設けることになる（ 年には京都朝日ビル 階にも入居して
いる ））。加盟店は当初 店 ）、 専門大店 の名称は美津濃運動具店主水野利八が名付け













大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）スケート場は 坪（約 ）で、同ビル従業員の片山敏一、老松一吉らがベルリン・オリンピックに
出場した（前掲 五 年史 ）。
）前掲 朝日ビルデイング新築工事概要 。
）前掲 五 年史 巻末年表。
）坡杯蘭 朝日ビル専門大店の裏を覗く 商店界 年 月、 。同記事には、 約三百五十坪内
外 と 約三七 坪内外 と二つ数字が出ている。そこで朝日ビル（地上 階、地下 階）の延坪面積
坪を で割ると約 坪と計算できるので、約 坪を選択した。
）前掲 五 年史 。
）前掲 日本小売業運動史（戦前編） には 二十三店 とある（同書、 ）。
）前掲 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 。
）前掲 スポーツは陸から海から大空へ─水野利八物語 。




が 協力一致 して新たな道を探るところにある。日々の仕事に追われる 手足の働き で
はなく、大量に売る仕組みを考える 頭脳の働き をしようというのである。同店は株式会
社として発足し、設立発起人は次の通りであった ）（ 印は創立委員）。


































































円、新聞広告費を含む ）、ウィンドウ使用料（入口の共同ウィンドウは 日 円ほど）、










示している。図 は店内の様子である。他に 誌 専門大店 も発行している ）。
宣伝を中心にして、採算にはあまりこだわらず ）、商品の並べ方、見せ方にこだわってい
る。同店のねらいがどの辺にあるのか、節を変えて見ていこう。








































大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
図 店内の様子






























議長が調停に乗り出す騒ぎになっている（ 大阪朝日新聞 年 月 日付、第 面、同 月 日付、
第 面、同 月 日付、第 面）。中西聡 両大戦間期日本における百貨店の経営展開─いとう呉服店




）久保村隆祐・荒川祐吉監修 最新商業辞典（最新版） 同文舘、 年、 。商店街については、満
薗勇 商店街はいま必要なのか （講談社新書、 年）、チェーンストアについては平野隆 戦前期日本

















まった。その後、 年 月 日の鉄道記念日に再び復興し、支店も下関、大阪駅前の第一
生命ビルの両方に設置した。図 に見られる通り、戦後の専門大店は大阪駅構内高架車改札
口への通路両側（売場 坪、他に事務室、食堂が約 坪）にあった。図 は専門大店他の
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）前掲 全国百貨店専門店会商店会取引業者総覧 。
図 大阪駅 階付近平面図
備考 中央コンコースの右側 商店街 が専門大店の店舗。下に小さく 専門大店通路 とある。




つばめ の発車 分前の早朝 時 分に開店し、夜は 時閉店で客を引き付けた。周辺に
あるターミナルデパート阪神、阪急は百貨店法の規制を受けて午後 時に閉店するので、そ
の分優位性があった ）。
表 は当時の加盟店 店の一覧である。まず、戦前の約 店と比較して店舗数は半分以下
になっている。とはいえ、戦前からの主要な加盟店が 分の 以上見られる。次に従業員数














出所 同前、差込図（ 枚目） 大阪駅階下平面図 より一部抜粋。
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）










































備考 （定期的に行う）構内営業承認年月日は、うるみや・淡州堂が昭和 年 月 日、梅田文具が昭和
年 月 日、他はすべて昭和 年 月 日。





やや時期は下るが、 年には年商 億 万円となり、翌年 億円と増加した。売上











ビル（ 年）、大阪堂島地下街（同年）、東京都下霞が関ビル含む 店（ 年）、大阪新阪
急ビル（ 年）、東京八重洲地下含む 店（ 年）、大阪梅田阪急三番街（同年）、大阪
千里ニュータウン千里店含む 店（ 年）、大阪ミナミ 虹のまち （ 年）、大阪阪急
番街（ 年）と 年までに合計 店に拡大した ）。
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